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隠れた輝きを見つける 

      院長 山中 淳子 

 

あけましておめでとうございます。今年も穏やか

に新年を迎えることができることを心から感謝する

次第です。 

人生には色々な出来事があって、衝撃的な出来事

があると時が止まったように感じますが、それでも

時は止まらず同じリズムを刻み、その時の流れが心

を次第になだらかにしてくれます。昨年つらい経験

をなさった方もいらっしゃると思いますが、めぐる

時の中で皆様の心がなだらかになることを祈りま

す。 

社会の中でも、憂いを感じるニュースがたくさん

ありました。戦争、政治家の不正、企業のごまかし

など、個人的なことではなく、公の悪いニュースが

多数あり、世の中は悪いことだらけのような気分に 

 

マリアの風 web 

なります。ですがそのような悪いニュースの中に

悪しかないとは思いたくないのです。事の始めに

は何かしら良い部分があったはずだと思いたいで

す。為政者は自分の国を守りたい、政治家の先生

方も人の暮らしを楽にしたい、企業でも良い製品

を造り役立ちたいなどの志があったのではないか

と想像しますが、しかし悪の傾きに流され良いこ

とが覆い隠れてしまったのだと思います。 

良いことより悪いことの方が威力があります。

悪いことばかりに触れていると、心は悪いことに

覆われてしまい、人の心にある良いことは隠れて

しまいます。ですが人の心の中にある良い輝きを

見失わないでいたいです。良いことに目を向けた

いです。気づかれなくなった隠れた輝きを見つけ

よう。私自身も悪いことに心が覆われず、良い自

分を表現できるように。そうしてよい世の中にな

ることを願います。 

https://g-maria.jp/


（株）リブドゥコーポレーシ

ョンの講師による紙オムツの

講習がありました。患者さん

に合わせて紙おむつやパット

等を使い分けるコツや、配慮

すべき点など新しい学びがあ

りました。 
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12 月 14 日 忘年会 

 

 

今年は 4 年ぶりの忘年会

を開催することが出来まし

た。職種を超えて一堂に集

い、お互いの労をねぎら

い、無事に 1 年を終える

ことが出来ることを感謝し

ました。 

12 月 14 日 おむつ勉強会 

 

 



 

  

12 月 23 日、入院中

の患者さん方へクリス

マスプレゼントを配り

ました。早めのプレゼ

ントに笑顔で喜ばれて

いました。 

2023 聖マリア病院のクリスマス 

病院のあちらこちら

でクリスマスの飾りを

見ることが出来ます。

夜には屋外のイルミネ

ーションも光ります。 

25 日の昼食はクリスマスメニ

ューでした。チキンライスやミ

ートローフ、デザートなどいつ

もより華やかなごはんでした。 



  

ありがとうコーナー 

研修医紹介 

➀出身地：

②趣味/興味あること：

➂志望科：

④研修期間：

⑤聖マリア病院での抱負：

⑥患者さん、スタッフの皆さんへ：
伊集院 元気 先生 

Ijyuin  Genki 

 

 

 

12月 25日、クリスマスミサを

していただきました。「まさかクリ

スマスのミサに与れるなんて思っ

てなかった」と感動の声が聞かれ

ました。小さな集いでしたが、主

のご降誕の大きな喜びを感謝の

うちに味わうことができました。 



 

                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 

 

おしらせ・病院カレンダー 

・１月４日（木） 仕事始め 

 

＊愛の福祉基金への募金のご協力、ありがとうございます。 

今年度分 34,287 円を長崎県障害福祉課へ送金致しました。 

 闇に住む民は大いなる光を見た。（マタイ 4 章 16 節）過ぎた一年を思い起こすと

き、闇に住む民とは、まさに現代に生きるわたしたちのことだと感じずにはいられま

せん。テレビでは、空爆により町も生活も未来も壊され、たくさんの人の死を目の前

にし、涙を流す人々の映像が幾度となく流れます。戦争のない場所であっても、人は

何かしらの負い目や罪深さを抱え、互いに傷つけ合うことを避けられません。そんな

私たちが見た光とは何でしょうか。馬小屋の幼子イエスの姿に癒しの恵みをいただ

き、新しい年を希望のうちに始めることが出来ますように。      (編集者） 

ある日のひとこま 

お正月の飾りを準備していま

す。門松は、材料を切り出す

ことから始めて、すべて手作

りです。最後に葉牡丹や南天

を加え、縁起物の飾りをたし

て仕上げます。 


